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【資料 19】
 

基本構想 答申の骨子（案） 

 

序章 基本構想の策定にあたって 

 

 

１ これまでの基本構想の振り返り 

   ・基本理念「協働」についての取り組みと成果について 
   ・３つの将来像（生活都市、安全都市、文化都市）に対する取り組みと成果に

ついて 
   ・区を取り巻く社会情勢の変化について 

 
 

２ 新たな基本構想の位置づけ 

   ・長期的な足立区の未来を描く基本構想 
   ・区民参画によるビジョンづくり 

 
 
 
 
 
 
 
  

【検討素材、全体会・専門部会での議論】を踏まえて、会長が次回提示 
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第１章 足立区が目指す姿（将来像） 
 

１ 背景  

 
 
        
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

■今後、区が直面するであろう状況（危機的状況） 

 

さらに進展する人口減少・超高齢社会 

 
 
 
 
 

・前回基本構想に基づき、「協働」の土台を

築いてきた。 
・「協働」を発展させ、次のステージへ 

区民と区政がともに危機的状況に挑み、克服しなければならない 

まちの活力

の低下 

社会を支える

人の減少 

地域 

コミュニティ

の衰退 
要介護 

高齢者の 

増加 

区内経済の

停滞 

税収減と 

扶助費の 

増加 

人口減少・超高齢社会を 

支える活力の確保が必要 

変化し続ける社会や危機的状況

に対応できる進化が必要 
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２ 足立区の将来像 

 
 
 
 
 
 
 
 
  「活力にあふれる」とは 
   ・一人ひとりが夢や希望の実現に向けて挑戦している 
   ・互いに認め合い、多様な主体が生き生きと活躍している 
   ・人やものが集まり、つながり、新しい動きが起こる 

・区内経済が活性化する 

 
  「進化し続ける」とは 
   ・変化する多様性を受け容れる 
   ・刻々と変化する状況に柔軟に対応する 
   ・危機的状況や逆境に折れることなく、乗り越える 
   ・区民も地域もまちも行政も、成長し発展する 

 
 
 

  

活力にあふれ 進化し続けるまち 足立 
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３ 根本となる考え方（基本理念） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

多様な人、多様な生き方が認められ、誰もが自分らしい生き方を追い

求めていける一方で、社会の構成員として人や地域とつながり社会に貢

献しなければならない。 

足立区に関わる様々な主体が協力しながら、足立区の将来を創りあげ

ていく。 

足立区の将来像 

多様性 つながり 

協創力 
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《基本理念の要素》 

 

『多様性』～一人ひとりがその人らしく認め合い生きられる～ 

   ・一人ひとりの個性や価値観が尊重される（＝心の豊かさ） 
   ・一人ひとりが夢や希望を持ち、自分が選択したことにチャレンジできる 
   ・重層的なコミュニティの中で一人ひとりの居場所がある 
   ・子どもの潜在的な可能性を引き出し、未来の足立区を担う人を育てる 

 
 
 
 
 
 
 

『つながり』～途切れることなく誰かとつながる～ 

   ・足立に誇りを持ち、絆やふるさと意識を感じられる 
   ・緩やかなネットワークで互いに見守り支えあう 
   ・自分のためだけでなく誰かのために動ける 
   ・足立区の未来のために、様々な主体が連携・協力する 

 
 
 
 
 
 

『協創力』～一人ひとりの想いや力が重なり合いまちを創る～ 

   ・一人ひとりが力を発揮し、活気と魅力あふれる足立をともにつくる 
   ・様々な主体が「地域に貢献する」という基準で考え行動する 
   ・限られた財源の中で、創意工夫を凝らした戦略を打ち出す 

 
 
 
 
 
  

専門部会で考案した基本理念 

■多様性を尊重する 【子ども】 

■子どもの創造力や可能性を引き出す 【子ども】 

■心の豊かさ 【くらし】 

■やさしいまちづくり（誰にとっても住みやすい、普遍的に享受できる） 【まちづくり】 

専門部会で考案した基本理念 

■ネットワークを強化する 【子ども】 

■一体感 【くらし】 

■地域力（絆やつながりによって「愛される」足立区にしていく） 【まちづくり】 

専門部会で考案した基本理念 

■地域力（人の力によって「愛される」足立区にしていく、住みよいまちを模索し挑

戦し続ける） 【まちづくり】 

■よりよい明日を目指す わがまち足立 【経営改革】 
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第２章 将来像の実現に向けた４つの視点 

（基本的方向） 
 
 将来像を実現するために、「ひと」「くらし」「まち」「行財政」がどうあるべきか、

という視点を整理しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

足立区の将来像 

ひと 

くらし まち 

行財政 
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１ ひと ： 多様性を認め合い、夢や希望に挑戦できる人 

   
 
 
 
 
 
 
 

２ くらし： 人と地域がつながる 安全・安心なくらし 

 
 
 
 
 
 
 

３ まち ： 心の豊かさを実感できる 活力あるまち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 行財政： 様々な主体の活躍とまちの進化を支える行財政 

 
 
 
 
 

  

専門部会で考案した将来像 

●子どもの笑顔や夢を第一に考え、子どもにとっての最善を目指す【子ども】 

●多様性や可能性を大切に、一人ひとりの子どもが主体的に生きる力を育む【子ども】 

●親が安心・安定して子育てでき、自らも育つことができる【子ども】 

●生涯にわたって健康でいきいきと活躍できる【くらし】 

専門部会で考案した将来像 

●誰もが安心して安全に住み続けられる【まちづくり】 

●足立らしい多様なコミュニティと連帯感が生まれる【くらし】 

●地域やさまざまな人が密接に結びつき、子どもたちを支え育む【子ども】 

専門部会で考案した将来像 

●新たな視点や発想を持ち、足立区独自の魅力をつくり、発信する【経営改革】 

●足立区の強みや特性を活かした魅力がある【まちづくり】 

●あまりお金をかけずに、まちも心も豊かに成長する【くらし】 

●足立区の魅力をともに育み、積極的に発信していく【くらし】 

●「住民力」が活きる、区民が誇りを持ち、幸せを感じられるまち【経営改革】 

専門部会で考案した将来像 

●将来を見据えた進化し続けるまち【まちづくり】 

●あまりお金をかけずに、まちも心も豊かに成長する【くらし】 

●健全財政のもと、一人ひとりが自立し連帯しているまち【経営改革】 
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第３章 （仮題）真の豊かさへの挑戦 
 
 
 
 
１ 多様化する価値観やライフスタイル、家族のあり方などが受け容れられる地域

社会の構築 

２ 持続可能な自治体であり続けるために必要なバランスの良い人口構成の維持 

３ 限られた財政状況における計画的かつ戦略的な施策展開 

４ 足立区の未来をともにつくる協創体制の推進 

 

 

 

 

 

 

【全体会・専門部会での議論】を踏まえて、会長が次回提示 


